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20 Q2 21 Q2 ṕṾṖ

795 954 158 19.9

-95 - 56 38 －

-110 - 46 63 －

-130 - 47 83 －

Ḳ

2 ṕ Ṗ

Ṯ21 Q2 ṯ

É 売上高は、コロナ禍による影響は終息しつつありますが、世界的な半導体不足による影響
を受けたことにより20％増収にとどまりました

É 昨年度と同じ収益認識方法であれば、売上高は1,063 億円の34% 増収となり、Q2にお
いては全ての地域で増収となりました

É 営業利益は、日本・中南米で昨年度から着手した構造改革活動の効果が一部出始めて
おり、回復基調にあります

É 持分法適用会社(持分法投資損益)は順調に業績が回復しております
É 四半期純損益は、昨年度構造改革費用を織込んだ日本で大きな改善となりました
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795

954

346
（455）

4
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237

187

170

-5
（104）

6

78

47

28

-1.5 Ṿ
（29.6 ％）

186.5 Ṿ

49.2 Ṿ

33.8 Ṿ

19.3 Ṿ

20 Q2 21 Q2

4 1,503.8 Ṿ

2020 年Q2 US$=¥106.82     RMB=¥15.39
2021 年Q2   US$=¥109.90     RMB=¥16.55 

( ) 内は収益認識基準の影響補正前

（1,063 ）

為替レート
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Ḳ

Ṯ22/03 ṯ

ṕ Ṗ

É 売上高は、世界的な半導体不足ならびにコロナ禍の海外部品生産の停滞による得意先
自動車ﾒｰｶｰでの減産影響により、当初想定よりも減収となる見込みです

É 営業利益は、日本・中南米で昨年度から着手した構造改革活動の効果が一部出始めて
おりますが、上期に引き続き得意先の減産影響、原材料価格の高騰、物流コストの上昇、
北米での労働市場のひっ迫による賃金上昇の影響等により減益となる見込みです

É 下期は黒字化を見込むが、上期での赤字を挽回できず、当初予想を下回る見込みです
É 持分法適用会社(持分法投資損益)は業績の回復を見込んでおります
É 当期純損益は、固定資産の売却による特別利益を見込んでいることから、当初予想を上
回る見込みです

22/03 22/03

2,340 2,160 954 1,206 -180

14 - 21 -56 35 -35

18 - 5 -46 41 -23

1 4 -47 51 3
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21/03
22/03

ṕṾṖ

1,985 2,160 174 8.8

-77 - 21 56 －

-72 - 5 67 －

-137 4 141 －

2,160
1,985

-21-77 -5-72 - 137 4

21/03 22/03
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20
年度

21 22 23 24
25
年度

26
年度

27
年度

28
年度

29
年度

30
年度TVE

企
業
価
値

Wave２

Wave１

Wave 0

Wave0~1 ：再生・強化と位置付け、収益構造の改善と資産効率の改善で基盤を再構築する。
Wave２ ：空間プロデューサーとNon-Automotive ビジネスの両輪に向け大きく飛躍する。

Ṍ Ṍ

継続・改善

Wave0
21 -22

1) 収益構造の改善
2) 存在意義の定着化

Wave1
22 -24

1) 利益が確保できる企業体制づくりの構築
2) 空間プロデューサーとしての準備、Non-Automotive ビジネスの開始

Wave2
Ẁ 24 -30

1) 大変革時代の中で存在意義を体現し、大きく飛躍している
2) シートから広がり、空間プロデューサーとNon-Automotive ビジネスの両輪

再生・強化

飛躍
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Vモノづくり“統合力”の向上
V“価値創出力“の向上
Vコストエクセレンス
V魅力商品・新技術の投入
V部品ビジネスの強化

V 選択と集中による受注戦略
V 組織一元化営業活動の推進
V 受注後の収益向上活動の促進

V 収益構造の改善
V 管理職層のレベルUP
V 新人事制度の導入
V 海外Keyパーソンの育成

DX ṕ Ṗ

ṕ3 Ṗ

Ṍ Ṍ
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組立て車種開発

研究・先進

開発 販売

サービス、

コネクテッド付
加
価
値

川上 川中 川下

Automotive SEATビジネスに
おけるリーン化、魅力商品の追求

既存技術をベースとし、
存在意義を基軸に自動車
シート以外の領域を開拓
（Non-Automotive)

川中(シートの組み立てビジネス)はメインビジネスではあるが、厳しいコスト競争が続く。

→川上、川中、川下の領域で３つの“シンカ” を目指す。

既存
技術

存在
意義

SEAT を中心にAutomotive
ビジネス内で広がっていく
・空間プロデュース
・エンジニアリングサービス
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3,005
2,823

1,985

3,000
2,700

54

-0

-77

90 Ṍ100

(100)

(50)
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1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

#REF! #REF! #REF!売上高（億円） 営業利益（億円）

18年度 19年度 20年度 24年度

収益認識基準の影響補正前 収益認識基準 営業利益額

1)

19
90 Ṍ100 24

2)

40

55
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1) 40

①工場/事業所の再編
②固定費の削減
③物流効率化
④Regionにおける
機能最適化

Region

Region

Region
2) 55
①フレーム構造の共通化
②部品現地化
③内製化促進
④購入部品合理化
⑤工程、品質改善

24 90 Ṍ100

RHQ
GHQ
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90%
50%

Ṍ Ṍ

6
Ệ

21年度 24年度

・事業所数

ễ 1

21年度 24年度

・本社機能を開発センターへ統合
・賃借ビル返却

1) -

鈴鹿工場
愛知工場

栃木工場

武蔵工場

●JIT工場拠点

・JIT工場拠点数

・関東工場稼働率

21年度 24年度

平塚工場

青梅工場
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Ṍ Ṍ

国内各工場に分散していた生産に関わる
業務を関東・中京圏の2か所に集約し、
工場間接の業務効率を30% 向上

1) -

物流センター開設により
物流関連コストの削減
及びCO2の低減

1) -

青梅工場

武蔵工場

平塚工場

栃木工場

H&P

TF-METAL

CO2

武蔵工場
栃木工場

H&P

TF-METAL

物流関連コスト20％削減

２1年度 ２４年度

物流ルート削減

ミルクラン(巡回集荷)

30%UP

21年度

24年度
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Ṍ Ṍ

1) -

JIT1 ể JIT

輸送 輸送

JIT

輸送

JIT

Ṯ JIT ṯ

JIT工場
部品工場

4 3

21年度 24年度

・JIT工場拠点数

6
5

21年度 24年度

・部品工場拠点数

部品生産
サブアッセンブリー

部品生産
サブアッセンブリーシート組立

シート組立ṧ

JIT
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Ṍ Ṍ

1) -

・組織の見直しにより、postの削減17% 減
・Headcount( 人員数)の最適化によりHeadcount 16％減

・ミルクラン(巡回集荷)による輸送効率UP
・輸送時部品圧縮による積載効率UP
・トラックサイズの適正化による積載効率UP

物流関連コスト
26％削減

ỄỂ ỄỆ

1) -

Regionにおける機能最適化を図る

JIT /

再生計画を検討中

JIT工場

部品工場

開発拠点
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( )

2)

-

(染み出し防止他)
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B

A

快適性

心拍・呼吸

快適性を中枢神経(脳波)、自律神経(心拍・呼吸)
それぞれの計測値の合成で評価できる可能性

姿勢変化（姿勢計測）
⇒姿勢保持筋の筋活動変化（筋電図計測）
⇒筋血流が変化（筋血流計測）
⇒疲労物質の蓄積が抑制（血中乳酸値計測）
⇒疲労低減

3 Ṍ Ṍ

¬ º

¬ ¬

脳波
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将来のモビリティ空間における体験価値を創出
日常生活空間としてのリビングから離れた場所として、移動との組み合わせによる価値を提案

Ṉ
CASE/ MaaS

+͠

・親しい友人と過ごす ・ユーザー専用の作業空間・家族用セカンドリビング・一人で過ごす

3 Ṍ Ṍ
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快適な移動を提供する空間

モビリティに価値を，新たな価値を・・・
Å従来の価値＝遠くに早く移動する（手段としての価値）
Å将来の価値＝新たな価値・より進化した価値（手段としての価値は低下）

V 肉体的＆精神的健康の促進
V 空気質の改善

V 思い通りの操作（SWレス操作）
V 意図推定による作動（先回り）

V 分かりやすい情報提示
V 走行環境ごとに最適な姿勢

ἲ
Ṍ
Ṍ

Å体験（移動の新たな付加価値）

Å利便（ストレスのない移動）

Å健康，安全（健康になる移動）

Ẍ

3 Ṍ Ṍ

体験価値を提供する移動空間

ἲ
Ṍ

ṕ Ṗ
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3 Ṍ Ṍ

º º
Ṅ ¬ º
¬ º

メカ部品

縫製ウレタンフレーム

樹脂 組立技術 接合技術

スプリング

ḵḵ
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DX

DX

3 Ṍ DXṌ

21 22 23 24

ṕ Ṗ

DX

25 26 27 28

TACHI -S DATA 
LAKE HOUSE
< >
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ṮDX ṯ
DX

Ṯ ṯ

3 Ṍ DXṌ

ṕ23 )
ễD

SE

CAD

ṕ21 Ṗ

DATA
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13年度 30年度 40年度 50年度20年度

20年度実績
13年度比
13% 削減※(基点)

生産台数あたりCO2排出量

単位：kg-CO2/台

技術革新

事業所省エネ推進
日常改善活動の継続
省エネ生産設備更新

再生可能
エネルギー導入

CO2

24

省エネ
技術革新
再エネ導入

13

Total 24 Ṿ ẑ

13 CO2 24
24% ( )

※排出削減対象は日本国内scope1、２
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②廃棄・
リサイクル

①素材
製造

製品
加工

流
通

使
用

～製品のライフサイクル５つの基本工程～

製品のライフサイクルである５つの基本工程
において環境負荷が少ない素材に注目して
カーボンニュートラルを目指します。

生産活動において、
工場で使用しているエアコ
ンプレッサーの配管経路の
短縮や生産設備からの空
気圧を細かくチェックし、エ
アコンプレッサーの使用電
力を29% 削減。

16 20 24 Ṍ

質量

CO2

-20%

フロント/リアフレーム骨格
質量の大幅低減

フロントフレーム骨格の組み立て工程における
アーク溶接で発生しているCO2を大幅削減

アーク溶接
で発生する
CO2

16 20 24 Ṍ

Ẏ90%

-90%
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CO2 20 -93%

パネル設置イメージ

2022 年度中の工場運用開始

CO2 20 -18%

2022 年度中の運用開始

CO2

CO2 ¢20 -97%
2021 年8月より運用中

※各工場当たり削減率

JIT

運用継続中

太陽光発電状況
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Wave0 ～Wave1 （21年度～24年度）を再生・強化と位置づけ、ガバナンス体制
を再構築する。具体的には、以下の課題を掲げガバナンスの改善に重点的に取組む。

CG Explain ễ

1. ＜原則1-4＞政策保有株式

2. ＜補充原則4-10①＞指名・報酬等に関する独立社外取締役の関与・助言

3. ＜原則4-11＞取締役会・監査役会の実効性確保のための前提条件

21

4. ＜補充原則4-11①＞取締役会の機能発揮（スキルマトリックス）

5. ＜補充原則2-4①＞ 企業の中核人材における多様性の確保
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2021.06
CG報告書
Explain 

1. ＜原則1-4＞
政策保有株式

ü挑戦目標ROE10%（FY24）を鑑み資産効率性を絶えず意識し、
連結純資産の10% 未満になるよう管理する。

2021.06
CG報告書
Explain 

2. ＜補充原則4-10①＞
指名・報酬等に関する独立社
外取締役の関与・助言

ü人事報酬委員会メンバーの過半数を社外取締役にする。遅くとも
2022 に変更完了
ü委員長を社外取締役が担う構成への変更も合わせて検討

2021.06
CG報告書
Explain 

3. ＜原則4-11＞
取締役会・監査役会の実効
性確保のための前提条件

ü毎年4月、取締役、監査役全員にアンケートを行い社内評価。結果と
課題を5月度の取締役会で報告し、改善策について議論
ü2021 の取締役会評価より第三者機関を活用することとし、評
価項目の協議等を21年から着手

CGC改訂
4. ＜補充原則4-11①＞
取締役会の機能発揮(スキル
マトリックス)

ü2022 より招集通知で開示

CGC改訂

5. ＜補充原則2-4①＞
企業の中核人材における多様
性の確保

ü2020 年度からGlobalでタレントマネジメントを実行
üWave０(2021 ～2022) ：タレントプールの構築
üWave１(2022 ～2024) ：女性上級管理職拡大
üWave２(2024 ～2030) ：女性役員1名以上

22年

22年

対応時期
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ẑ

Ḳ21 Ṍ24 DOE* 3 Ṍ4Ṿ

* Dividend on Equity Ratio ṕ Ṗ

ü DOE

ü

0.8 Ṿ
1.0 Ṿ

ệ DOE 21 Ṍ24

0.3 Ṿ

3.0 Ṿ

0.8 Ṿ
1.0 Ṿ

21年度 22年度 23年度 24年度17年度 18年度 19年度 20年度16年度

31.8

3.5 Ṿ

4.0 Ṿ 4.0 Ṿ

31.8 ṕ Ṗ

19 21 25
6.5

DOE

26

( / )
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Appendix
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100

18/03 20/0319/03

0

25

50

46

46

56

18/03 20/0319/03

ṕ Ṗ

22/03 ( )

61 60

22/03 ( )

46

21/03

52
59

45

21/03

69
67

47

67

55
48
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2021 2022
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

Japan

Americas

China

●NISSAN

(M) ：マイナーチェンジModel Year

TOYOTA/HINO 

VANETTE (M)  

X-TRAIL  

DYNA (M) DUTRO (M) 

Frontier (FRAME) 

21

GT-R (M)  
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21

X-Trail

Ḳ202 1 6

/
/ 

/ 2 ṕ Ṗ3

Ễ
ễ
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SETEX Automotive Mexico , S.A. DE C.V.

HONDA

Japan Regional Quality Award China Regional Quality Award

NISSAN

ễ

Excellence in Delivery and Quality Award

Ễ
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ṕ Ṗ

66

ṕ Ṗ

H&P

ễ
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ễ

Ỉ

ṕ Ṗ

TACHI -S Mexico
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ṕ Ṗ

SETEX, Inc.

10
700

1987 33
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XR-V 100

NHC

ṕ Ṗ
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18/03 19/03 20/03 21/03 22/03( )

USD 111.19 109.18 109.13 105.79 111.00

MXN 5.94 5.73 5.65 5.02 5.40

EUR 129.36 122.00 121.27 123.22 131.00

RMB 16.59 16.31 15.86 15.41 17.00

ṕ Ḳ Ṗ
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ṕ Ṗ

1,179 

1,106 

859 

932 

1,025 

854 

522 

660 

318 

355 

328 

158 

369 

418 

193 

291 

113 

87 

81 

116 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500

19/03

20/03

21/03

22/03( 予)

3,005

2,823

369

395

203

298

138

77

50

132

34

50

0 300 600 900

20/09

21/09

Ễ

Ễ

1,985

795

954

39% 34% 12% 4%11%

46% 25% 17% 6% 4%

2,160

39% 30% 15% 3%13%

43% 26% 10% 4%17%

Ḳ
ṕ Ṗ

43% 30% 13% 5%7%

41% 31% 8% 13% 5%
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1,344

1,275

884

842

503

435

293

437

557

576

411

511

525

482

377

334

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500

19/03

20/03

21/03

22/03( 予)

Ễ

350

345

139

187

158

237

142

169

0 300 600 900

20/09

21/09

Ễ

15% 21%44% 19%

5 11

44 Ṿ 17 Ṿ 19 Ṿ 17 Ṿ

0.2
3

3,005

2,823

1,985

795

17% 19%45% 17%

31 43

954

2,160

15% 20%45% 17%

16 35

Ḳ
ṕ Ṗ

36 Ṿ 19 Ṿ 24 Ṿ 17 Ṿ

4
10

20% 23%39% 15%

12 20
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785 

-2,069 

448 

- 1,021 

-2,182 

-2,951 

-1365

-2 ,191

-4,010 

-1,257 

6,161 

3,941 

1,138 

2,052 

65 

- 661 

-11,000 -6,000 -1,000 4,000 9,000
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ṕ Ḳ Ṗ
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729 
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- 2,376 

-2,511 
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-5,409 

-1,572 
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ṕ Ḳ Ṗ
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21年９月30日時点

拠点 開設年月 所在地 業務内容 主な納入先

1954 年 4月 東京都昭島市 本社機能

2012 年 4月 東京都青梅市
営業・調達・設計・開発・

実験・生産・品質等技術全般

1999 年 ８月 愛知県安城市 営業・調達・設計・開発

1977 年 ４月 愛知県安城市 自動車座席・座席部品の製造 トヨタ、三菱、トヨタ紡織

1980 年 １月 埼玉県入間市 自動車座席・座席部品の製造 ホンダ

1969 年 ４月 東京都青梅市
試作

自動車座席・座席部品の製造

日野、トヨタ紡織、UDトラックス、

トヨタ自動車東日本

1982 年 ２月 栃木県下野市 自動車座席・座席部品の製造 日産、日本発条、日野

1982 年 ７月 神奈川県平塚市 自動車座席・座席部品の製造 日産車体

1984 年10月 三重県鈴鹿市 自動車座席の製造 ホンダ
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Ỉ ể ể

会社名
設立

年月
所在地 主な事業内容 出資比率 資本金 主な納入先 連結範囲

TFṨMETAL
2017 年

5月

静岡県

湖西市

自動車座席部品の

開発、製造、販売
100.0 ％

百万円

50

タチエス、アディエント、

スズキ

連結

子会社

Nui Tec

Corporation

2006 年

７月

東京都

青梅市

自動車座席用

縫製部品の製造、販売
100.0%

百万円

325

タチエス

トヨタ紡織東北

連結

子会社

H&P
1961 年

４月

東京都

昭島市

各種バネ・自動車等

座席部品・医療用

ベッドの製造、販売

100.0 %
百万円

40

タチエス、

TF－METAL、

自動車関連以外

連結

子会社

1976 年

２月

福岡県

京都郡

自動車座席・

座席部品の製造、販売
25.0%

百万円

100
タチエス、アディエント

連結

関連会社

TFṨMETAL

1986 年

10月

静岡県

磐田市

自動車座席部品の

製造、販売
(100.0 ％)

百万円

15

TF－METAL、

日本発条

連結

子会社

TFṨMETAL

1985 年

7月

大分県

中津市

自動車座席部品の

製造、販売
(100.0 ％)

百万円

10

TF－METAL、

富士機工

連結

子会社

TFṨMETAL

1986 年

10月

愛知県

新城市

自動車座席部品の

製造
(100.0 ％)

百万円

10
TF－METAL

連結

子会社

ẑ Ḳ
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会社名
設立

年月
所在地 主な事業内容 出資比率 資本金 主な納入先 連結範囲

TACHI -S 
Engineering

U.S.A., Inc.

1986 年

7月

米国

ミシガン州

北米における

営業、開発業務及び

統括管理

100.0%
百万USD

43

連結

子会社

TF-METAL 
Americas 
Corporation

2000 年

7月

米国

ミシガン州

米州における

統括管理、開発
(100.0 ％)

百万USD

0

連結

子会社

SETEX, Inc.
1987 年

９月

米国

オハイオ州

自動車座席の

製造、販売
（51.0% ）

百万USD

５

米国ホンダ

アディエント

連結

子会社

TACHI -S
Automotive
Seating  U.S.A., 
LLC 

2005 年

12月

米国

テネシー州

自動車座席の

製造、販売
(100.0 % )

百万USD

22
北米日産

連結

子会社

TechnoTrim , Inc.
1986 年

11月

米国

ミシガン州

自動車座席用

縫製部品の製造、販売
（49.0% ）

百万USD

0

北米主要

シートメーカー

連結

関連会社

TF-METAL U.S.A.,

LLC

2004 年

３月

米国

ケンタッキー州

自動車座席部品の

製造、販売
(100.0 ％)

百万USD

10

TAS-U.S.A.、

TSM、

アディエント

連結

子会社

TACHI -S Canada, 
Ltd.

2004 年

９月

カナダ

ノバスコシア州
カナダにおける統括管理（100.0% ）

百万CAD

12

連結

子会社

Ỉ ể
（ ）は間接所有を含む



55 /59

ṕ Ṗ

Ỉ

会社名
設立

年月
所在地 主な事業内容 出資比率 資本金 主な納入先 連結範囲

TACHI -S Engineering

Latin America, 

S.A. de C.V.

2012 年

5月

メキシコ

アグアス
カリエンテス州

中南米における

開発業務及び

統括管理

(100.0% )
百万MXN

2,184

連結

子会社

Industria de 

Asiento Superior, 

S.A. de C.V. 

(TACHI -S Mexico)

1991 年

4月

メキシコ

アグアス
カリエンテス州

自動車座席・座席

部品の製造、販売
(100.0% ）

百万USD

26
メキシコ日産

連結

子会社

SETEX Automotive 
Mexico, S.A. de C.V.

2012 年

9月

メキシコ

グアナファト州

自動車座席の

製造、販売
(95 .0% )

百万USD

24
メキシコホンダ

連結

子会社

TF-METAL Mexico, 

S.A. de C.V.

2012 年

6月

メキシコ

アグアス
カリエンテス州

自動車座席部品の

製造、販売
(100.0 ％)

百万USD

27

TSM、

TF-METAL U.S.A.

フォーレシア

連結

子会社

TACHI -S Brasil
Industria de Assentos

Automotivos Ltda.

2012 年

8月

ブラジル

リオデジャネイロ

州

自動車座席の

製造、販売
(100.0% )

百万BRL

275

ブラジル日産

ルノーブラジル

連結

子会社

TACHI -S Engineering

Europe S.A.R.L.

2004 年

10月

フランス

ムードン・ラ・

フォレ市

欧州における営業、

開発業務及び

自動車座席部品の

製造、販売

100.0%

百万

EUR

23

アディエント、マグナ

スペイン日産

連結

子会社

（ ）は間接所有を含む
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会社名
設立

年月
所在地 主な事業内容 出資比率 資本金 主な納入先 連結範囲

ṕ Ṗ 2011 年

10月

中国

広東省

中国における

営業、開発業務及び

統括管理

100.0%
百万RMB

259

連結

子会社

ṕ Ṗ 2015 年

12月

中国

河南省
中国における開発業務 (100.0%)

百万RMB

75

持分法適
用の非連
結子会社

2004 年

11月

中国

広東省

自動車座席の

製造、販売
51.0%

百万RMB

66
東風日産

連結

子会社

2012 年

7月

中国

湖南省

自動車座席の

製造、販売
(51.0% )

百万RMB

40
広汽三菱汽車

連結

子会社

2013 年

7月

中国

湖北省

自動車座席の

製造、販売
(51.0% )

百万RMB

30
東風日産

連結

子会社

2001 年

7月

中国

河南省

自動車座席の

製造、販売
50.0%

百万RMB

11

奇瑞汽車

鄭州日産

鄭州東風李爾

連結

関連会社

2008 年

6月

中国

湖北省

自動車座席の

製造、販売
50.0%

百万RMB

43
東風本田

連結

子会社

2013 年

８月

中国

遼寧省

自動車座席の

製造、販売
(49. 0% )

百万RMB

50
東風日産

連結

関連会社

2019 年

6月

中国

河南省

自動車座席、座席

部品の製造、販売
(49. 0% )

百万RMB

90

非連結

関連会社

5 Ễ 1 1

（ ）は間接所有を含む
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会社名
設立

年月
所在地 主な事業内容 出資比率 資本金 主な納入先 連結範囲

2019 年

11月

中国

湖北省

自動車座席の

製造、販売
(34.0 % )

百万RMB

50
東風日産

非連結

関連会社

ṕ Ṗ 2005 年

９月

中国

広東省

自動車座席用

縫製部品の製造、販売
100.0%

百万RMB

38

タチエス

広州泰李

連結

子会社

ṕ Ṗ 2013年

10月

中国

湖北省

自動車座席用

縫製部品の製造、販売
(100. 0% )

百万RMB

35

武漢東泰安、

襄陽東風李爾

連結

子会社

201 2年

１月

中国

浙江省

自動車座席用

フレーム部品の

製造、販売

(82.8 ％)
百万RMB

142

浙江吉倶泰、

タチエス、

TSE-E、

TAS-U.S.A.

連結

子会社

2005 年

１月

中国

広東省

自動車座席部品の

製造、販売
(85.0 ％)

百万RMB

40

広州泰李、

TF-METAL、

広州テイ・エス

テック

連結

子会社

2019 年

12月

中国

浙江省

自動車座席部品の

製造、販売
(82.8 ％)

百万RMB 

251

浙江吉倶泰

タチエス

連結

子会社

2011 年

3月

中国

浙江省

自動車座席部品の

製造、販売
(82.8 ％)

百万RMB

109

浙江泰極愛思,

TSE-E、

TAS-タイ

連結

子会社

（ ）は間接所有を含む6 1 
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3 Ễ 1 
（ ）は間接所有を含む

会社名
設立

年月
所在地 主な事業内容 出資比率 資本金 主な納入先 連結範囲

TACHI -S ṕThailand Ṗ

Co., Ltd.

2011 年

９月

タイ

バンコク都

東南アジア、インドに

おける統括管理
100.0%

百万THB

771

連結

子会社

TACHI -S

Automotive

Seating ṕThailand Ṗ

Co., Ltd.

2010 年

4月

タイ

バンコク都

自動車座席・座席

部品の製造、販売
100.0 %

百万THB

153

タイ日産

タイ三菱

連結

子会社

PT. TACHI -S 

Indonesia

2011 年

９月

インドネシア

西ジャワ州

自動車座席の

製造
(100.0% )

百万IDR 

20,647

連結

子会社

TACHI -S 

Engineering 

Vietnam Co., Ltd.

201 3年

１月

ベトナム

ホーチミン市

ベトナムにおける

開発業務
100.0%

百万VND

31,026

非連結

子会社

APM TACHI -S 

Seating Systems

Vietnam Co., Ltd.

201 6年

11月

ベトナム

ダナン市

自動車座席の

製造、販売
(51 .0% )

百万VND

56,567

TCIE

ベトナム社

非連結

子会社

APM TACHI -S 

Seating 

Systems Sdn . Bhd.

201 3年

２月

マレーシア

ｽﾗﾝｺﾞｰﾙ州

自動車座席の

製造、販売
(49 .0% )

百万MYR

10

タンチョンモーター

アッセンブリーズ、

ミツビシモータース

マレーシア

非連結

関連会社
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“座る”を追求し人と地球を支える

Global Seat System Creator

本資料についてのご注意

本資料に記載されている将来に関する見通しは、現時

点で入手可能な情報に基づき当社が判断した見通しで

あり、不確実性やリスクを含んでおります。したがって、実

際の結果は様々な要因によって見通しと異なる可能性

がありうることをご了承下さい。


